
平成１７年１２月１４日

防 除 情 報
長崎県病害虫防除所長

平成１７年度病害虫発生予察 防除情報第１６号

かんきつ アカマルカイガラムシの防除対策について

かんきつのアカマルカイガラムシの発生が多くなっています。下記の点に留意して防除指導を

お願いします。

記

１．発生状況

(1)巡回調査の結果、９月下旬以降で果実への寄生が多く見られるようになった（図）。

(2)11月に実施した「温州みかん果実の病害虫発生状況調査」の結果、早生温州みかん果実にお

けるアカマルカイガラムシの被害果率は3.0%と高く（前年 0.5%）、越冬量が多くなる可能性が

高い。

写真 温州みかん果実に寄生するアカマルカイガラムシ

ながさき農林業総合情報システムより）（

２．防除対策

(1)防除効果が高い冬季のマシン油乳剤散布を行う。

(2)マシン油乳剤の散布に当たっては、ハダニ類を対象にする場合と薬剤の希釈倍数が異なる

（ハダニ類の希釈倍数では効果が低い場合がある）ことがあるので注意する。詳細は、病害虫

防除基準を参照する。

(3)散布後の降雨によって防除効果が減少するので、好天がつづくときに散布する。

(4)樹勢が悪い園や極端な低温下での散布は落葉を助長することがあるので散布を控える。散布

時期は１月中旬頃を限度とする。

(5)かけむらのないよう十分量をていねいに散布する。

○病害虫防除所の発行する情報の入手は、インターネットをご利用ください。

http://www.jppn.ne.jp/nagasaki/「防除所ホームページ」 アドレス：

○「防除所ホームページ」を利用して、ながさき農林業総合情報システム（一部会員制、

アドレス: やその他の情報を閲覧することができます。http://www.n-nourin.jp/

○この情報に関するお問い合わせは、電話またはＥメールでお願いします。

長崎県病害虫防除所 ＴＥＬ：0957-26-0027， Ｅメール：kngs0301@sp.jppn.ne.jp

図　巡回調査におけるアカマルカイガラムシの発生状況
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